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第2期総合戦略 2020年度より展開中

人口減少時代においても
デジタル技術や地域資源・特性を用いながら「地域社会の持続性確保」を推進
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※次年度に向け計画の更新作業中



地域DXの推進 デジタル田園都市国家構想実現会議における岩見沢市発表資料より 2

デジタル技術を用いて地域社会を変えていく



スマート農業関連プロジェクト
（北海道大学大学院農学研究院、NTTグループ等）
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健康・少子化対策プロジェクト（北海道大学COI＆NEXT）

第９回プラチナ大賞（総務大臣賞）
第３回日本オープンイノベーション大賞（日本学術会議会長賞）
第10回健康寿命をのばそう！アワード（厚生労働大臣優秀賞）

デジタルを活用した産学官連携プロジェクト

地域の未来（将来像）に向け
目的を共有・共感する産学官が連携し、バックキャスティング思考で施策を展開



展開中の主な産学官・官民連携プロジェクト

●スマート農業実装プロジェクト
テーマ：遠隔監視制御 開始：2018年度～ 連携：北海道大学、NTTグループ 他

●データ駆動型農業（農業DX）
テーマ：マーケット×新たな生産環境（土壌物理性改善等） 開始：2022年度～ 連携：北海道大学、JA 他

●地産地消型エネルギー（発電）
テーマ：ナノグリット機能実装 開始：2021年度～ 連携：北海道大学、日立製作所 他

経済面
Sustainability
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●健康・少子化対策プロジェクト(COI&COI-NEXT)
テーマ：少子化、学びの場形成 開始：2015年度～ 連携：北海道大学、筑波大学、北里大学、森永乳業 他

●地域通貨プラットフォーム
テーマ：インセンティブの域内経済流通、市民の生活行動変容、開始：2022年度～ 連携：商工会議所 他

●遠隔医療・健診機能
テーマ：ルーラルエリアにおける安心感醸成 開始：2022年度～ 連携：NTT東日本、北海道大学病院 他

●MaaS×健康
テーマ：ルーラルエリアにおける安心感醸成 開始：2022年度～ 連携：マクニカ、ハイヤー協会 他

●デジタルスクールネットワーク
テーマ：国内外との学生（高校生）間のコミュニケーション 開始：2019年度～ 連携：シスコシステムズ 他

生活面
Well-Being



5岩見沢市の取組みが科学技術白書に掲載



産学官連携による地域DXの取組み事例

スマート農業の社会実装



●「位置情報配信サービス」開始 2013年4月~

●「農業気象配信サービス」開始 2013年5月~

★「産学官連携体制」構築 2013年10月~

★総務省「G空間シティモデル構築事業」2014年度

★農水省「革新的技術開発・
緊急展開事業」2016年度～

●「ICT農業普及促進事業」
2016年度～

★農水省「ロボット技術導入実証事業」2015年度

★内閣府「次世代農林水産業創造技術で取り
組む多収と高品質を実現するための気象変動
に対応した最適栽培管理システム」2017年度

★内閣府「未来技術社会実装事業」
2018年度～2022年度 ★農水省「スマート農業加速化実証事業」2019年度～

★総務省「ローカル５G等を活用した
地域課題解決実証事業」2020年度

★農水省「スマート農業実証事業
（ローカル５G）」2020年度～

岩
見
沢
単
独

世界トップレベルの「スマート一次産
業」の実現に向けた実証フィールド形
成による地域創生

2014

2016

2018

2020

スマート農業の取組み経過 6

2023 ★総務省「地域デジタル基盤活用推
進事業」2023年度

★農水省「下水道資源の活用促進モ
デル実証」2023年度～

★農水省「戦略的スマート農業技術の
実証・実装」2023年度～

★：北海道大学大学院農学研究院と連携



最先端の農業ロボット技術と情報通信技術の活用による世界トップレベルのスマート農業およびサステイナブル
なスマート・アグリシティ実現に向けた共同検討に関する産官学協定（2019年6月～）

NTTグループ・北海道大学・岩見沢市による産学官連携やステークホルダー
との共創のもと、農業における課題解決や生活環境の向上など「スマート・
アグリシティ」の実現を目指す（2019年～）

7DXに関する産学官連携（2019年度～）



VTR 自動走行農機の遠隔監視制御実証



地域の未来創造を目指しバックキャスティング思考で
～産学官連携のもと、データ駆動型農業の実装・横展開を推進～

新たな農業スタイル創出に向けた取組み 8

農林水産省

戦略的スマート農業技術の実証・実装
期間：2023~2024
概要：収量・生育情報、有機物散布、土壌水分を統合

した「可変施肥マップ」を作成による化学肥料
削減と生育不均一性改善

農林水産省

下水道資源の活用促進モデル実証
期間：2023~2025
概要：下水道汚泥や玉葱残渣等を用いた安全・低コス

トな堆肥製造の確立と生産者や消費者の理解醸
成による資源循環型スマート農業の社会実装

総務省

地域デジタル基盤活用推進事業
期間：2023
概要：自動走行トラクターを用いた請負ビジネスモデ

ルの確立に向け、遠隔からの監視制御を可能と
するネットワークや関連機器等を用いた環境形
成を実証

内閣府（地方創生推進交付金）

農業DX推進事業
期間：2022~2024
概要：マーケティング嗜好に合わせた作物栽培を

はじめ、地域特性を活かした「データ駆動
型農業」の実装による持続性確保を目指す



産学官連携による地域DXの取組み事例

除排雪作業の効率化



9除排雪への高精度位置情報×EBPM



VTR 位置情報を用いた除排雪作業の効率化



産学官連携による地域DXの取組み事例

MaaS



10その他の活用（MaaS×医療・健康サービス）

自動運転EVバス走行実証（2022年12月～）

EVバス車内での
ヘルスケアサービスの模様



VTR MaaSの社会受容に向けた実証



産学官連携による地域DXの取組み事例

健康・少子化対策



30社以上の企業や機関が参画し、
岩見沢市をフィールドに健康に関する様々な取組みを展開

北海道大学COI :『食と健康の達人』拠点（2015.4~2022.3）

生活面における産学官連携 ～文部科学省COI～ 11



・低出生体重児比率低減：10.4%[2015] → 6.3%[2019] ※経済効果推計（全国）1000億¥

・2020 オープンイノベーション大賞 日本学術会議会長賞 受賞

・2021   7月 Nature 特集記事掲載 ：1000万View 達成
・2021 10月 プラチナ大賞・総務大臣賞 受賞
・2021 11月 健康寿命をのばそう！アワード 母子保健分野 厚生労働大臣 優秀賞 団体部門 受賞

低出生体重児(2500g未満）の低減を実現

12生活面における産学官連携 ～文部科学省COI～



さらなる展開 ～共創の場 COI-NEXT～

選択肢を増やし、ひととともに自分らしく生きる 笑顔あふれる社会をつくる

性成熟期

生殖・
妊娠前

妊娠
胎児期

新生児期

乳幼児期

学童・
思春期

厚生労働省子ども家庭局「最近の母子保健行政の動向」2019.2.27
https://www.mhlw.go.jp/content/11920000/000485784.pdf参考：成育の概念：ライフステージ

正のスパイラル
ライフデザイン

選択

選択
の

時代

・正解ではなく、自分らしく

・複数のまなび、遊び、大学

・複数の職業

・自己実現、利他

COI-NEXT

COI
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北海道大学医学部

北海道大学医学部

国立成育医療研究センター

日立製作所
北海道大学医学部

さらなる展開 ～共創の場 COI-NEXT～



15新たな「学びの場」形成へ



まとめ

地域社会の持続性確保に向けて・・・

●地域DXの推進
・行政サービスはもちろんのこと、産業経済活動や生活などあらゆるシーンで

「デジタル技術を用いた変革」を促進
→光ファイバや無線ネットワークなどの社会基盤をしっかりと構築

・産学官連携とバックキャスティング思考
→産学官の連携のもと、市民とともに地域社会全体が変革

●具体化に向けて重要視すること
・市民とビジョンを共有

→ファクトやエビデンスに基づく「相互理解」と「気づき」
・地域で技術を使いこなすための人材育成（リ・スキリング）

→市民が技術に触れ・学ぶための「場（3rd  Place）」形成
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